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私
は
室
蘭
で
生
ま
れ
、
祖
父
が
教
会
の
初
代

会
長
で
父
が
そ
の
布
教
所
長
で
し
た
。
結
婚
し

て
転
勤
族
と
な
り
、
関
東
か
ら
東
北
を
転
々
と

し
、
娘
は
盛
岡
の
小
学
校
が
５
校
目
で
し
た
。
岩

手
に
越
し
て
き
て
18
年
。
単
身
赴
任
の
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
夫
、
母
、
息
子
、
娘
、

孫
と
暮
ら
す
日
々
で
す
。

　

あ
る
日
、
息
子
の
障
害
と
病
を
知
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
最
初
は
統
合
失
調
症
と
診
断
さ

れ
、
そ
の
後
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
、

先
の
見
え
な
い
不
安
で
心
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
に
な
り
、
頭
が
混
乱
す
る
な
か
、
こ
の
子
を

ど
う
支
え
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
悩
み
、
日

を
追
う
ご
と
に
深
い
絶
望
的
な
気
持
ち
に
な
り
、

将
来
を
悲
観
し
息
子
も
私
も
生
き
る
力
を
失
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

今
か
ら
３
年
前
、
私
は
修
養
科
を
志
願
し
ま

し
た
。
教
会
へ
の
ご
恩
報
じ
と
息
子
の
病
の
事

か
ら
で
す
。
人
生
の
ど
ん
底
に
い
た
私
が
這
い

上
が
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
お
さ
づ
け
を
拝

１
日 

 

役
員
会
（
10
時
）

７
日　

学
生
担
当
委
員
会
例
会　

 

（
19
時
30
分
）

14
日　

青
年
会
例
会
（
19
時
）

16
日　

剪
定
ひ
の
き
し
ん
（
10
時
〜
17
日
）

17
日　

女
子
青
年
例
会　

 

（
10
時
）

21
日　

婦
人
会
後
継
者
勉
強
会
（
10
時
）　

 

〃 

　

婦
人
会
例
会
（
後
継
者
勉
強
会
後
）　
　

28
日　

少
年
会
例
会
（
10
時
）　

29
日　

第
50
回
少
年
会
岩
手
教
区
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
つ
と
め
総
会
（
10
時
）

【
10
月
分
】

行 

事 

予 

定

村 

松 

義 
朗

青
年
会
委
員
長　
　

　
　
　
　
　

お
ぢ
ば
に
帰
ろ
う

　

昨
年
４
月
に
教
区
青
年
会
委
員
長
を
拝
命
し
、
１
年
半
が
経

と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
教
区
管
内
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

青
年
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
月
11
月
25
日
（
土
）
11
時
か
ら
、
本
部
中
庭
に
於
い
て

「
第
97
回
天
理
教
青
年
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
以
来
、
人
数
等
の
制
限
を
も
た
な
い
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
10
月
の
秋
季
大
祭
後
の
開
催
が
恒

例
で
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
り
多
く
の
会
員
が
お
ぢ
ば
に
帰
り
、

総
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
本
会
の
思
い
か
ら
、
今

回
は
曜
日
を
土
曜
日
に
合
わ
せ
て
、
11
月
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
関
連
行
事
と
し
て
、
25
日
午
後
か
ら
お
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
、
夕
づ
と
め
後
に
東
西
泉
水
プ
ー
ル
前

広
場
に
て
模
擬
店
も
催
さ
れ
ま
す
。

　

教
区
青
年
会
で
は
、
青
年
会
層
を
対
象
に
バ
ス
団
参
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
な
か
な
か
帰
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
方
は
勿
論
の
事
、
お
ぢ
ば
か
ら
足
が
遠
の
い
て
い
る

方
や
た
す
か
っ
て
頂
き
た
い
方
な
ど
、
教
祖
140
年
祭
三
年
千
日

の
１
年
目
の
青
年
会
総
会
と
い
う
絶
好
の
機
会
に
、
是
非
と
も

多
く
の
青
年
会
員
と
共
に
、
お
ぢ
ば
へ
帰
ら
せ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
区
青
年
会
委
員
長
の
任
を
戴
い
て
か
ら
、
あ
り
が
た
い
事

に
お
ぢ
ば
が
え
り
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
以
前
は

年
に
１
、
２
回
程
で
し
た
が
、
仕
事
の
繁
忙
期
以
外
は
ほ
ぼ
毎
月

帰
参
し
て
い
ま
す
。
拝
命
前
は
、
費
用
や
期
間
の
事
を
考
え
て

し
ま
い
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
大
変
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
お
ぢ
ば
に
帰
ら
せ
て
頂
く
度
に
、
勇
み
心
や
自
ら
の
た

す
か
り
を
頂
戴
し
て
い
る
事
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
思
い
返
し

て
み
れ
ば
、
以
前
修
養
科
や
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊
に
入
隊
し

た
時
も
、
お
ぢ
ば
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
な
と
思
っ
た
事
が
動
機

の
一
つ
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
理
由
は
何
で
あ
れ
、
一
度
は
お
ぢ
ば
に
帰
ら
れ
た

事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
事
を
感
じ
た
と

思
い
ま
す
が
、
教
祖
の
親
心
、
神
殿
や
詰
所
で
温
か
く
出
迎
え

て
下
さ
る
方
々
の
心
遣
い
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
「
心
」
を
い
た

だ
い
て
、
地
元
に
戻
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

岩
手
は
、
地
理
的
に
お
ぢ
ば
か
ら
約
千
キ
ロ
の
道
の
り
が
あ

り
ま
す
。
決
し
て
近
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
国
内

に
限
っ
て
の
事
で
、
海
外
に
ま
で
視
野
を
広
げ
た
ら
、
逆
の
事

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
お
ぢ
ば
は
た
す
か
る
所
で
す
。
青
年

会
総
会
当
日
は
、
岩
手
に
ゆ
か
り
あ
る
方
々
と
お
ぢ
ば
で
会
え

る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

戴
し
た
時
で
し
た
。
本
当
に
不
思
議
で
私
の
周

り
の
空
気
が
温
か
く
な
っ
て
包
み
こ
ま
れ
る
よ

う
な
感
覚
で
し
た
。
そ
し
て
、
生
き
る
力
が
湧

き
上
が
っ
て
き
て
、
心
の
向
き
が
変
わ
る
大
き

な
ご
守
護
を
頂
け
た
の
で
す
。

　

「
人
間
の
身
体
は
神
様
か
ら
の
か
り
も
の
で
、

心
一
つ
が
自
由
に
使
え
る
。
教
え
の
台
で
あ
る

か
し
も
の
か
り
も
の
の
理
、
こ
こ
を
し
っ
か
り

心
に
治
め
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
信
仰
が
台

無
し
に
な
る
」
と
修
養
科
で
聞
か
せ
て
頂
き
、と

て
も
深
く
心
が
動
き
ま
し
た
。

　

当
時
は
息
子
を
た
す
け
た
い
一
心
で
た
だ

ま
っ
し
ぐ
ら
に
信
仰
の
道
に
走
る
日
々
で
、
願

い
ば
か
り
が
先
に
立
ち
、
自
分
勝
手
な
信
仰
に

な
っ
て
い
た
と
気
付
き
ま
し
た
。
今
は
、
私
を

母
親
に
し
て
く
れ
た
息
子
に
「
親
孝
行
を
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
喜
び
と
感
謝
を
感
じ

る
日
々
で
す
。

　

私
は
持
病
の
メ
ニ
エ
ル
病
、
橋
本
病
で
寝
た

き
り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
枕
も
と
に
は

い
つ
も
、
頓
服
薬
、
水
な
ど
置
い
て
い
ま
す
。
寝

返
り
も
う
て
な
い
、
一
口
の
水
さ
え
飲
み
込
め

な
い
、
呼
吸
を
す
る
だ
け
で
精
一
杯
。
い
つ
も

の
日
常
が
こ
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
の
身

上
を
通
し
て
、
当
た
り
前
に
出
来
て
い
た
こ
と

が
、
出
来
な
く
な
っ
て
初
め
て
そ
の
有
難
さ
が

分
か
り
、
感
謝
の
心
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

生
き
て
い
く
上
で
、
沢
山
の
苦
し
い
辛
い
と

思
う
状
況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
幸
せ
か
ど

今
泉
邦
江
（
盛
岡
支
部
・
北
園
分
）

よ
う
ぼ
く
の
声

よ
う
ぼ
く
の
声

〜
行
事
で
の
感
想
・
感
話
よ
り
〜

〜
行
事
で
の
感
想
・
感
話
よ
り
〜

う
か
は
自
分
の
心
で
決
め
る
も
の
で
す
。
私
の

心
の
転
機
は
、
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
は
な

い
と
気
付
い
た
時
で
す
。
身
内
の
身
上
や
事
情

を
頂
い
て
、
神
様
を
信
じ
て
日
々
感
謝
の
心
で

通
る
こ
と
の
有
難
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

婦
人
会
創
立
110
周
年
「
会
員
決
起
の
集
い
」
感
話

　
　
　
　

於
教
務
支
庁
（
令
和
１
年
９
月
１
日
）

教
務
支
庁
剪
定
ひ
の
き
し
ん

　

日
時　

10
月
16
日
（
月
）
10
時
〜
17
日

　

内
容　

庭
木
の
剪
定
、
中
庭
の
清
掃

　

※
14
日
ま
で
に
各
支
部
の
参
加
人
数
を

　
　

教
務
支
庁
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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教
祖
140
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
、
同
じ
地

域
に
住
む
よ
う
ぼ
く
が
互
い
に
励
ま
し
勇
ま
せ

合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
や
個
人
の
年
祭
活

動
の
更
な
る
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
、
教
会
本

部
主
催
に
て
、
支
部
毎
に
計
５
回
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
よ
う
ぼ
く
信
者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

第
一
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

　

開
催
日　

12
月
２
日
（
土
）

　

主　

催　

教
会
本
部

　

内　

容　

お
つ
と
め
、
諭
達
拝
読
、
教
会
本

　
　
　
　
　

部
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ビ
デ
オ

　
　
　
　
　

講
話
他
。

　

会　

場　

九
戸
支
部　

種
市
港
分
教
会　

13
時

　
　
　
　
　

二
戸
支
部　

荒
澤
分
教
会　
　

10
時

　
　
　
　
　

盛
岡
支
部　

教
務
支
庁　

９
時
45
分

　
　
　
　
　

三
陸
支
部　

花
宮
古
分
教
会　

10
時

　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

花
巻
分
教
会　
　

13
時

　
　
　
　
　

奥
州
支
部　

岩
栄
原
分
教
会　

10
時

　
　
　
　
　

県
南
支
部　

千
厩
分
教
会　
　

13
時

　

※
詳
細
は
教
区
布
教
部
又
は
各
支
部
長
ま
で
。

　
　

ま
た
、
案
内
チ
ラ
シ
も
併
せ
て
ご
覧
下
さ

　
　

い
。

も
成
人
さ
せ
て
頂
い
た
と
実
感
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

午
後
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
。
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
岩
手
県
支
部

世
話
人
蛇
石
陽
氏
と
岩
手
県
高
齢
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
支
援
相
談
員
日
蔭
紗
貴
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
迎
え
た
。

　

ま
ず
認
知
症
の
事
例
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
視
聴
。
そ
の
後
、

認
知
症
の
基
礎
知
識
、
認
知
症
の
予
防
、
認
知
症

の
人
・
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
と
向
き
あ
っ
て
お
話
し
下
さ
れ
、
さ

ら
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
が
個
別
に
抱

え
る
悩
み
に
適
切
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
。
最

後
に
認
知
症
の
方
々
を
支
援
す
る
目
印
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
が
全
員
に
配
ら
れ
た
。

　

道
の
教
職
員
の
集
い
は
、
11
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
教
務
支
庁
に
於
い
て
、
「
こ
ど

も
食
堂
を
通
じ
た
、
今
で
き
る
お
た
す
け
」
を

テ
ー
マ
に
、
福
島
教
区
道
の
教
職
員
の
集
い
代

表
世
話
人
・
齊
藤
元
康
先
生
（
い
な
わ
し
ろ
地

域
食
堂
ま
ん
ま
る
運
営
者
）
を
講
師
に
迎
え
、

本
年
度
の
「
陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
方
、
地
域
や
行
政

と
の
つ
な
が
り
、
こ
ど
も
食
堂
を
通
じ
た
出
会

い
な
ど
の
内
容
を
お
話
頂
く
予
定
で
す
。
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

11
月
５
日
（
日
）
10
時
～
14
時

　

会　

場　

教
務
支
庁

　

テ
ー
マ　

「
こ
ど
も
食
堂
を
通
じ
た
、
今
で

　
　
　
　
　

き
る
お
た
す
け
」

　

講　

師　

齊
藤
元
康
氏
（
福
島
大
学
非
常
勤

　
　
　
　
　

講
師
、
猪
苗
代
分
教
会
後
継
者
）

　

参
加
費　

５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

　

※
配
布
す
る
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

教
区
婦
人
会
は
、
10
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時

か
ら
教
務
支
庁
に
於
い
て
、
「
後
継
者
勉
強
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
婦
人
会
後
継
者

の
方
々
に
ご
受
講
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

10
月
21
日
（
土
）
10
時
〜
14
時

　

会　

場　

教
務
支
庁

　

内　

容　

生
け
花
勉
強
会
、
親
睦
行
事
他

　

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

　

※
詳
細
は
鈴
木
真
喜
婦
人
会
主
任
ま
で
。

　

少
年
会
岩
手
教
区
団
は
、
10
月
29
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら
教
務
支
庁
に
於
い
て
、「
第
50
回
少

年
会
岩
手
教
区
団
お
つ
と
め
総
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

第
50
回
と
い
う
ま
た
と
な
い
節
目
の
総
会
で

す
。
各
支
部
か
ら
大
勢
の
少
年
会
員
、
育
成
会

員
の
ご
参
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

10
月
29
日
（
日
）
10
時

　

会　

場　

教
務
支
庁

　

内　

容　

十
二
下
り
お
つ
と
め
、
式
典
、

　
　
　
　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

役　

割　

祭
儀
式　
　
　

 

中
学
生

　
　
　
　
　

座
り
づ
と
め　

 

教
区
役
員
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

少
年
会
委
員

　
　

 
 
 
 

よ
ろ
づ
よ
八
首　

中
学
生

　
　

 
 
 
 
 
 

一
、
二
下
り
目　

県
南
支
部

　
　

 
 
 
 
 
 

三
、
四
下
り
目　

奥
州
支
部

　
　

 
 
 
 
 
 

五
、
六
下
り
目　

花
巻
支
部

　
　

 
 
 
 
 
 

七
、
八
下
り
目　

三
陸
支
部

　
　

 
 
 
 
 
 

九
、
十
下
り
目　

盛
岡
支
部

　
　

 
 
 
 
 
 

十
一
、
十
二
下
り
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

二
戸
・
九
戸
支
部

　

※
詳
し
く
は
佐
野
喜
与
志
少
年
会
団
長
又
は

　
　

各
支
部
育
成
委
員
長
ま
で
。

　

※
準
備
の
都
合
上
、
10
月
20
日
迄
に
参
加
人

　
　

数
を
支
部
育
成
委
員
長
に
お
知
ら
せ
く
だ

　
　

さ
い
。

　

８
月
29
日
（
火
）
、
教

務
支
庁
を
会
場
に
、
教

区
主
催
の
「
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
」
を
実
施
し
、
25

人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
は
、
「
里
親
啓

蒙
研
修
会
」
と
し
て
、
講
師
に
天
理
教
里
親
連

盟
委
員
長
梅
原
啓
次
先
生
を
お
招
き
し
た
。
ま

ず
、
里
親
を
さ
れ
て
い
る
教
会
の
活
動
の
様
子

や
里
子
と
し
て
育
て
ら
れ
た
方
の
体
験
談
を
ま

と
め
た
里
親
啓
発
ビ
デ
オ
を
視
聴
。
次
に
梅
原

先
生
の
里
親
の
活
動
を
も
と
に
講
義
さ
れ
、
現

代
の
子
供
を
め
ぐ
る
家
庭
環
境
や
、
信
仰
実
践

と
し
て
の
里
親
活
動
を
述
べ
、
理
解
を
深
め
た
。

ま
た
、
里
親
連
盟
の
沿
革
や
活
動
を
紹
介
さ
れ
、

創
立
40
周
年
に
向
け
て
里
親
登
録
千
五
百
家
庭

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
、
広
く
里
親

の
登
録
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

講
義
後
、
滝
浦
剛
陵
寳
分
教
会
長
が
養
育
里

親
と
し
て
の
自
ら
の
体
験
を
発
表
。
滝
浦
氏

は
、「
里
親
を
は
じ
め
て
、
様
々
な
苦
労
が
あ
っ

た
が
、
子
供
を
育
て
さ
せ
て
頂
く
喜
び
に
ま
さ

る
も
の
は
な
く
、
里
子
を
通
し
て
私
た
ち
夫
婦

　

「
陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
【
11
月
５
日
】

「
第
50
回
少
年
会
岩
手
教
区
団　
　

　
　
　

お
つ
と
め
総
会
」　

【
10
月
29
日
】

「
後
継
者
勉
強
会
」
【
10
月
21
日
】　

婦 

人 

会

少 

年 

会

道
の
教
職
員
の
集
い

教
祖
140
年
祭
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

〜
と
も
に
歩
も
う 

ひ
な
が
た
を
胸
に
〜

厚　

生　

部

　

「
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
報
告

梅原啓次先生


